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３ 要旨

シクラメン栽培において夜間の変温管理を行うことにより、生育や品質に影響がなく暖房負荷を軽減できる。

(1) 従来の夜温 18℃管理と比べて、夜温を 22～5 時は 16℃、5～8 時は 13℃に降温させる温度管理を行っても、出荷時の

生育は同等である(図 1､2､表 1)。

(2) 暖房デグリーアワーによる試算では、暖房負荷が夜温 18℃管理と比べて 7％程度低減する(表 2)。
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表1 夜間の変温管理と出荷時の生育(2014年)

試験区
花弁の

傷み※

変温 44.6 ± 3.8 99.0 ± 9.5 147.1 ± 6.4 38.5 ± 1.1 24.2 ± 1.3 無

夜温18℃ 45.6 ± 3.6 94.9 ± 7.8 146.2 ± 7.6 37.7 ± 0.8 23.9 ± 1.3 無

※開花時の観察による 調査は2014年12月12日に行った。 t検定により有意差なし(P<0.05)

開花数(輪) 総花蕾数(輪) 葉数(枚) 株張り(cm) 花柄長(cm)

図2 出荷時の生育(2014年)

図1 温度管理の略図
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温度管理 暖房DH（℃h/day） 燃料消費量(L) 灯油費(円) 比率(%)※

変温 261.2 3,972 395,573 92.4
夜温18℃ 282.6 4,297 427,982 100.0

ガラス温室(面積：157.5㎡)､塩ビ1層カーテン､温湯暖房(灯油)

表2 暖房デグリアワーによる暖房経費の試算値(2014年)

期間：2014年11月5日～12月12日

灯油価格：99.6（円/L）

※比率：夜温18℃区の暖房デグリアワーを100とした場合の比率


